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【手続補正書】
【提出日】令和1年6月12日(2019.6.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技を実行可能な遊技機であって、
　遊技媒体が入賞可能な第１入賞領域および第２入賞領域と、
　前記第１入賞領域に入賞した遊技媒体を検出可能な第１検出手段と、
　前記第２入賞領域に入賞した遊技媒体を検出可能な第２検出手段と、
　前記第２入賞領域に遊技媒体が入賞容易な第１状態と、遊技媒体が入賞困難な第２状態
とに制御可能な可変入賞手段と、
　前記第１検出手段により遊技媒体が検出されたことにもとづいて第１特定演出を実行可
能であり、前記第２検出手段により遊技媒体が検出されたことにもとづいて第２特定演出
を実行可能な特定演出実行手段と、を備え、
　前記第１入賞領域に入賞した遊技媒体が前記第１検出手段に検出されるまでに流下する
距離と、前記第２入賞領域に入賞した遊技媒体が前記第２検出手段に検出されるまでに流
下する距離とが異なり、
　前記第１検出手段により遊技媒体が検出されてから前記第１特定演出を実行するまでの
期間と、前記第２検出手段により遊技媒体が検出されてから前記第２特定演出を実行する
までの期間とが異なる
　ことを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　（手段１）本発明による遊技機は、遊技を実行可能な遊技機であって、遊技媒体（例え
ば、遊技球）が入賞可能な第１入賞領域（例えば、第１始動入賞口１３、第３始動入賞口
１２、第１大入賞口）および第２入賞領域（例えば、第２始動入賞口１４、第２大入賞口
）と、第１入賞領域に入賞した遊技媒体を検出可能な第１検出手段（例えば、第１始動口
スイッチ１３ａ、第３始動口スイッチ１２ａ、第１カウントスイッチ２３Ａ）と、第２入
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賞領域に入賞した遊技媒体を検出可能な第２検出手段（例えば、第２始動口スイッチ１４
ａ、第２カウントスイッチ２３Ｂ）と、第２入賞領域に遊技媒体が入賞容易な第１状態と
、遊技媒体が入賞困難な第２状態とに制御可能な可変入賞手段と、第１検出手段により遊
技媒体が検出されたことにもとづいて第１特定演出（例えば、第１保留表示の表示、第１
大入賞口への遊技球の入賞にもとづく総賞球数表示の更新）を実行可能であり、第２検出
手段により遊技媒体が検出されたことにもとづいて第２特定演出（例えば、第２保留表示
の表示、第２大入賞口への遊技球の入賞にもとづく総賞球数表示の更新）を実行可能な特
定演出実行手段（例えば、演出制御用マイクロコンピュータ１００における、ステップＳ
８００を実行することにより第１保留表示および第２保留表示を表示する部分、ステップ
Ｓ２９０９，Ｓ２９１２，Ｓ３９１０，Ｓ３９１３を実行することにより総賞球数表示の
更新を行う部分）と、を備え、第１入賞領域に入賞した遊技媒体が第１検出手段に検出さ
れるまでに流下する距離と、第２入賞領域に入賞した遊技媒体が第２検出手段に検出され
るまでに流下する距離とが異なり（例えば、各始動入賞口へ入賞した遊技球が各始動口ス
イッチによって検出されるまでに流下する距離は、始動入賞口毎に異なり（図２参照）、
各大入賞口へ入賞した遊技球が各カウントスイッチによって検出されるまでに流下する距
離は、大入賞口毎に異なる）、第１検出手段により遊技媒体が検出されてから第１特定演
出を実行するまでの期間と、第２検出手段により遊技媒体が検出されてから第２特定演出
を実行するまでの期間とが異なる（例えば、第１始動口スイッチ１３ａにより遊技球が検
出されてから第１保留表示を表示するまでの期間と、第２始動口スイッチ１４ａにより遊
技球が検出されてから第２保留表示を表示するまでの期間と、第３始動口スイッチ１２ａ
により遊技球が検出されてから第１保留表示を表示するまでの期間とが異なり（図２５参
照）、第１カウントスイッチ２３Ａにより遊技球が検出されてから総賞球数表示が更新さ
れるまでの期間と、第２カウントスイッチ２３Ｂにより遊技球が検出されてから総賞球数
表示が更新されるまでの期間とが異なる（図２６参照））ことを特徴とする。そのような
構成によれば、演出効果を高めることができる。
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